
建築を目指している高校生の皆さんにとって、建築
環境工学とか建築設備工学という学問はピンとこな
いかもしれません。私たちがその場の環境を快適だ
と感じるのはなぜでしょう。温度、湿度、空気の清
浄度、空気の流れ、明るさなどが、私たち人間にと
って、ちょうどよい状態に保たれているからです。
建築環境工学とは、こうした私たちをとりまく物理
的な環境要素を理解し、建築を工夫することで、機
械的な力や人工的なエネルギーにできるだけ頼るこ
となく、快適な環境を実現しようとする学問です。
とはいうものの、建築側の工夫だけでは限界があり
、やはり機械や電気の設備を用いて暖房や冷房など
もしなければなりません。こうした設備のしくみを
理解し、その計画・設計方法を学ぶのが建築設備工
学です。建築が消費しているエネルギーや、それに
伴い排出している二酸化炭素の量は膨大です。
建築のデザインだけではなく、より少ないエネルギ
ーで快適な建築・都市環境を実現する方法を皆さん
と一緒に考えていきたいと思います。
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プロフィール
出身は福井県。京都大学工学部建築学科を卒業後、
建設会社に入社、技術研究所に配属されました。音
、振動、熱、空気、湿気、省エネルギー型空調シス
テムなど建築の環境と空調設備に関わる業務、風洞
実験に基づいたビル風の予測や建築物の耐風設計な
ど様々な業務を担当していました。
20代の後半から30代の前半にかけて、東京大学の研
究員を兼務し、火災時の煙流動のように非常に高温
となる流れ場をコンピュータ数値シミュレーション
により予測する方法を開発、このテーマで1996年に
博士（工学）の学位を取得しました。2004年に東京
工芸大学に転職し、21世紀COEプログラム「都市・
建築物へのウインド・イフェクト」の一員として、
ヒートアイランド問題や大気汚染物質の拡散問題に
取り組んでいます。
若い頃は野球やラグビーをやっていましたが、今は
散歩をする程度。運動不足による体力低下を痛感し
ています。

担当科目
環境デザイン概論、建築環境学III
建築環境学III演習、設備計画学I
設備計画学I演習、
建築環境工学実験

専門分野
●　 都市・建築環境工学
●　風工学

研究、実践活動

これからの建築は、周辺環境、都市
環境、地球環境といった、より大き
なスケールの環境に配慮したもので
なくてはなりません。太陽熱や風な
どの自然エネルギーを建物の中に取
り入れて暖房や冷房に利用したり、
効率の高い空調システムを導入した
りすることで、人にとって快適な環
境を、より少ないエネルギーで実現
させる研究開発を行っています。
現在は、太陽熱を夏は除湿冷房に利
用するデシカント空調システム、冬
は床暖房に利用する新しい水冷媒式
集熱システムの研究開発に取り組ん
でいます。また風洞実験やコンピュ
ータによる流体数値シミュレーショ
ンによって、都市・建物周辺での大
気汚染物質の拡散問題、ヒートアイ
ランド問題、高層建物周りに生じる
強風問題を予測し対策方法を提案す
る研究も行っています。学生と一緒
に体と頭を動かしながら、楽しく自
由な雰囲気の中で研究をすすめてい
ます。
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